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要望届ける直接の手段

図１　歯科に関わる睡眠の
問題　　　　

図２　睡眠時無呼吸と口腔顔面痛
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分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
歯
科
医
療

が
直
面
す
る
睡
眠
の
問
題
が
い
く

つ
も
存
在
し
ま
す
。

歯
科
医
療
と
睡
眠
の

問
題
（
図
１
）

　

睡
眠
中
の
歯
ぎ
し
り
（
睡
眠
時

ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
）
に
よ
る
歯
、
顎

関
節
、
歯
科
補
綴
修
復
装
置
や
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
為
害
性

は
、
歯
科
医
師
に
と
っ
て
厄
介
な

問
題
で
す
。
現
在
、
発
生
原
因
は

か
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
睡
眠
中

の
脳
機
能
に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
簡
易
筋

電
計
を
用
い
た
診
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

有
効
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
は
、
成

人
の
約
30
％
に
発
生
し
ま
す
。
睡

眠
中
に
頻
回
に
息
が
止
ま
り
、
目

覚
め
る
た
め
、
睡
眠
不
足
状
態
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。
医
師
の
診
断
の
も
と

で
、
下
顎
を
前
方
位
に
保
持
す
る

口
腔
内
装
具
を
作
成
し
て
管
理
で

要
視
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

古
く
て
新
し
い
睡
眠
と

歯
科
医
療

　

こ
れ
ら
の
疾
患
は
同
じ
患
者
で
合
併
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
最
近
で
は
、
誤
嚥

や
口
腔
乾
燥
、
口
腔
灼
熱
感
も
睡
眠
障
害

ャ
ン
ネ
ル
で
す
（
図
２
）。

　

睡
眠
が
関
わ
る
歯
科
疾
患
の
病
態
解
明

は
21
世
紀
の
課
題
で
す
。
科
学
的
エ
ビ
デ

ン
ス
を
も
と
に
し
た
治
療
法
や
管
理
方
法

の
開
発
が
、
患
者
さ
ん
の
原
因
不
明
の
苦

し
み
の
緩
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
我
々

は
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

き
る
点
で
、
歯
科
医
師
が
治
療
に
直
接
か

か
わ
れ
る
睡
眠
障
害
で
す
。

　

顎
関
節
症
の
う
ち
、
咀
嚼
筋
疼
痛
患
者

で
は
、
睡
眠
不
良
の
訴
え
や
不
眠
症
の
頻

度
が
高
い
で
す
。
ま
た
、
睡
眠
の
質
が
低

下
す
る
と
疼
痛
症
状
が
悪
化
す
る
悪
循
環

が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
疼
痛
症
状
と

睡
眠
の
質
の
低
下
の
悪
循
環
を
断
つ
こ
と

が
、
顎
関
節
症
の
疼
痛
管
理
に
お
い
て
重

睡眠時無呼吸が、TRPV1を介した侵害情報の
入力を増加させることにより、口腔顔面痛を誘
発する可能性が示唆されている。

　

日
常
生
活
の
一
部
で
あ
る
「
睡
眠
」

は
、
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健
康
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
日
本
で
は
約
20
％
の
成
人
が
十

と
関
わ
る
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
患
者
の
「
原
因

の
わ
か
ら
な
い
訴
え
や
症
状
」
の

背
後
に
、
睡
眠
の
問
題
が
潜
ん
で

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
歯
科
医
師
が
関
わ
る
睡
眠

の
問
題
は
非
常
に
身
近
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
我
々
の
研
究
室
で

は
、
歯
科
に
関
わ
る
睡
眠
障
害
の

病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
進
め

て
い
ま
す
。
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
の
よ
う
な
咀
嚼
筋
活
動
を
、
睡

眠
中
の
実
験
動
物
で
発
生
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
、
歯
ぎ
し
り
の
脳

内
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
一
歩
近

づ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
睡
眠
中

に
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
の
よ
う

な
低
呼
吸
状
態
を
つ
く
る
と
、
実

験
動
物
が
口
腔
灼
熱
感
に
似
た
感

覚
異
常
を
示
す
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
感
覚
異
常

の
原
因
に
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
関
与
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
は
、
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
た
研
究
で
発
見
さ
れ
た
チ

睡眠時
ブラキシズム

閉塞性
睡眠時無呼吸

顎関節症

　

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の

２
割
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ

う
と
、
協
会
・
保
団
連
は
現

在
、
請
願
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
署
名

運
動
の
意
義
や
役
割
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。◇

Ｑ　

「
請
願
署
名
」は
ど
う
い

っ
た
制
度
な
の
で
し
ょ
か
？

　

大
阪
市
西
部
・
同
南
部
地

区
は
３
月
13
日
、
木
ノ
本
喜

史
氏
（
吹
田
市
開
業
・
大
阪

大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
写

真
）
を
講
師
に
地
区
総
会
記

念
臨
床
講
習
会
「
Ｃ
Ｔ
時
代

方
を
中
心
に
解
説
。
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
の
登
場
に
よ
っ
て
そ
の
場

で
「
見
え
る
歯
内
療
法
」
が

可
能
と
な
っ
た
と
し
て
、
そ

の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
と
強
調
し
た
。

の
臨
床
根
管
解
剖
―

三
次
元
で
捉
え
る
解

剖
学
的
情
報
と
病

態
」
を
共
催
し
、
35

人
が
参
加
し
た
。

　

木
ノ
本
氏
は
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
根
管
の
形
態

や
根
尖
病
変
の
見
え

　

根
管
形
態
の
確
認
で
は
デ

ン
タ
ル
で
は
５
割
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
で
は
９
割
程
度
の
正
確
な

再
現
が
見
ら
れ
、
根
尖
病
変

の
発
見
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
を
10
と
す
る
と
、
デ
ン
タ

ル
で
５
割
強
、
パ
ノ
ラ
マ
で

は
３
割
弱
と
指
摘
し
た
。
撮

影
時
の
注
意
と
し
て
、
Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｔ
で
は
根
充
材
、
コ
ア
で

ArchFact

が
発
生
し
や
す
い

の
で
、
除
去
し
て
か
ら
の
撮

影
の
方
が
診
断
し
や
す
い
と

指
摘
し
、
撮
影
時
に
は
目
を

閉

じ

て

お

く

ほ

う

が

MotionArchFact

が
起
こ
り

に
く
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

「
署
名
活
動
」
と
は
、
実

現
し
た
い
要
求
を
人
々
に
伝

え
て
、
理
解
や
賛
同
を
広
め

る
と
と
も
に
、
多
数
の
賛
同

者
の
存
在
を
示
す
こ
と
で
行

政
や
議
会
、
企
業
な
ど
に
対

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
行
動
の

一
つ
で
す
。

　

署
名
活
動
は
、
国
や
地
方

自
治
体
な
ど
行
政
機
関
に
対

し
て
は
、「
請
願
」
と
セ
ッ

ト
に
し
た
「
請
願
署
名
」
と

し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
請
願
」
は
、
憲
法
が
保

障
す
る
権
利
の
一
つ
で
（
16

条
・
請
願
権
）
、
「
請
願
法
」

に
よ
っ
て
手
続
き
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
こ
う
い
う

法
律
を
作
っ
て
」
と
か
、

「
こ
う
い
う
行
政
を
執
行
し

て
」
と
い
う
こ
と
を
直
接
、

行
政
機
関
に
対
し
て
モ
ノ
を

申
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
請
願
は
個
人
で
も
行

え
、
選
挙
以
外
で
政
治
へ
の

意
思
を
示
す
政
治
活
動
で

す
。

　

請
願
と
署
名
運
動
を
合
わ

せ
た
「
請
願
署
名
」
は
、
市

民
の
意
思
を
人
数
に
よ
っ
て

表
明
す
る
重
要
な
権
利
で

す
。
政
治
を
よ
く
す
る
た
め

に
請
願
権
を
も
っ
と
活
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

（
つ
づ
く
）

　

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
事
業
主

に
義
務
付
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す

る
法
律
（
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

法
）
」
が
４
月
か
ら
中
小
企

業
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

①
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確

化
及
び
そ
の
周
知
・
啓
発
②

相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
③
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
事

後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

④
①
か
ら
③
ま
で
の
措
置
と

併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置
が
求

め
ら
れ
る
。
詳
細
は
厚
労
省

Ｈ
Ｐ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
参

照
。

解
説　

職
場
で
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
個
人
の
尊
厳
や

人
格
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な

く
、
事
業
所
の
経
営
損
失
に

も
関
わ
る
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
労
働
者
の
意
欲
の
低
下

な
ど
に
よ
る
職
場
環
境
の
悪

化
や
健
康
状
態
の
悪
化
な
ど

を
引
き
起
こ
し
、
結
果
的
に

は
、
業
績
や
社
会
的
評
価
の

悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
職
場
で
の
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
事
業
者
や
労

働
者
双
方
の
責
務
と
な
っ
て

い
る
。

毎
日
検
査
５
日
目
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ

ス
タ
ッ
フ
で

濃
厚
接
触
者

　

厚
労
省
は
３
月
16
日
、
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
医
療
従

事
者
が
勤
務
を
継
続
す
る
場

合
の
要
件
を
示
し
た
。
要
件

は
左
の
と
お
り
（
傍
線
部
は

変
更
点
）
、
「
濃
厚
接
触
者
」

の
判
断
は
本
紙
２
月
15
日
付

１
面
参
照
。

・ 

ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種
後

で
14
日
間
経
過
（
２
回
目

接
種
か
ら
６
カ
月
以
上
経

過
し
て
い
な
い
場
合
は
、

２
回
目
接
種
後
で
14
日
間

経
過
）
し
て
い
る

・ 

無
症
状
で
あ
り
、
核
酸
検

出
検
査
又
は
抗
原
定
量
検

査
、
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト
で
、
曝
露
日
（
陽
性
者

と
接
触
し
た
日
）
か
ら
５

日
目
ま
で
毎
日
検
査
し
て

陰
性
を
確
認
し
、
７
日
目

ま
で
感
染
対
策
・
健
康
観

察
を
継
続
す
る
こ
と

・ 

濃
厚
接
触
者
で
あ
る
医
療

従
事
者
の
業
務
を
管
理
者

が
了
解
し
て
い
る
こ
と

署名の
チカラチカラ①
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司
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㊦
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改
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22
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改
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―
―
金
パ
ラ
の
随
時
改
定
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
科
用
貴
金
属
材
料
の
実

勢
価
格
と
公
定
価
格
の
乖
離

幅
を
抑
え
る
よ
う
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
「
随
時
改
定
Ⅰ

（
素
材
価
格
の
変
動
幅
が
５

％
超
の
場
合
に
実
施
）
」
と

「
随
時
改
定
Ⅱ
（
15
％
超
の

場
合
に
実
施
）」

を
廃
止

し
、「
変
動
幅
に
か
か
わ
ら

ず
年
４
回
」
の
随
時
改
定
に

見
直
し
、
公
定
価
格
の
決
定

に
使
わ
れ
る
素
材
価
格
の
参

照
期
間
を
改
定
実
施
の
「
３

カ
月
前
ま
で
」
か
ら
「
２
カ

月
前
ま
で
」
に
短
縮
す
る
も

の
で
す
。
協
会
や
保
団
連
が

求
め
て
き
た
現
行
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
に
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
一
定
の
前
進
面
は
評

価
で
き
ま
す
。

―
―
４
月
改
定
で
「
逆
ザ

ヤ
」
解
消
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

現
行
制
度
の
枠
内
で
の
緩

和
策
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
素
材

価
格
の
参
照
期
間
と
実
勢
価

格
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る

た
め
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
は
解

消
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
４

月
改
定
で
30
グ
ラ
ム
あ
た
り

の
価
格
は
９
万
４
４
７
０
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
保
団
連
の
調
査
で
は
、

今
年
１
月
に
金
パ
ラ
の
市
場

価
格
と
保
険
償
還
価
格
が
逆

転
し
て
以
後
、「
逆
ザ
ヤ
」

は
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

現
行
の
随
時
改
定
制
度
が
機

能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
歯
科
用
貴

金
属
材
料
の
公
定
価
格
が
時

々
の
実
勢
価
格
を
適
正
に
反

映
す
る
よ
う
、
抜
本
的
な
制

度
改
善
が
必
要
で
す
。

　

同
時
に
メ
タ
ル
フ
リ
ー
な

代
替
材
料
の
開
発
と
保
険
導

入
の
促
進
も
重
要
な
課
題
で

す
。
メ
タ
ル
フ
リ
ー
材
料
の

開
発
や
保
険
導
入
は
徐
々
に

進
ん
で
い
ま
す
が
、
不
十
分

で
す
。
今
次
改
定
で
は
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が

前
歯
部
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
が
歯
根
分
割
搔
爬
後
の

下
顎
大
臼
歯
に
そ
れ
ぞ
れ
適

用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、

臼
歯
部
の
部
分
的
修
復
は
メ

タ
ル
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
が
現
状
で
す
。

―
―
診
療
報
酬
改
善
へ
向
け

て
必
要
な
こ
と
は
。

　

歯
科
医
療
改
善
の
要
求
を

粘
り
強
く
政
府
に
届
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
「
逆
ザ

ヤ
」
問
題
で
は
協
会
・
保
団

連
は
「
金
パ
ラ
『
逆
ザ
ヤ
』

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
に
よ
る
実

勢
価
格
調
査
や
「
金
パ
ラ

『
逆
ザ
ヤ
』
の
解
消
を
求
め

る
会
員
署
名
」
を
実
施
し
、

厚
労
省
要
請
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
随
時
改
定
方
法
の
見

直
し
は
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で

す
。
他
に
も
基
礎
的
技
術
料

や
処
置
、
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
な
ど
で
も
不
十
分
で
す

が
点
数
が
引
き
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
協
会
は
、
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
っ
た
歯
科
医
療

の
発
展
の
た
め
、
歯
科
医
療

総
枠
拡
大
と
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
て
大
い
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

（
お
わ
り
）


